
1



2



3

私より2019年3月期 第2四半期の連結実績について説明します。
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2019年3月期第2四半期の連結業績は、売上高は前年同期比で0.6％減、前四半期比で
10.9％増の2,363億3,000万円でした。営業利益は、前年同期比で20.6％減、前四半期比で
37.3％増の196億2,400万円、親会社の所有者に帰属する四半期利益は、前年同期比で
15.6％減、前四半期比で46.7％増の159億7,000万円となりました。

売上高、営業利益ともに一部事業で期ズレと一過性費用が発生したものの、ボールベア
リング、モーターなどが堅調に推移したことにより、ほぼ計画線で着地しました。

為替の影響は、売上高で前四半期比プラス30億円、前年同期比マイナス1億円、営業
利益で前四半期比プラス21億円、前年同期比プラス0億円、との推計です。

また当社は、今期（2019年3月期）より、日本基準（JGAAP）に替えて国際会計基準（IFRS）
を任意適用しています。
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売上高、営業利益、営業利益率の四半期ごとの推移です。

左側の棒グラフが売上高を、右側の棒グラフが営業利益を、折れ線グラフが営業利益率
を示しています。

第2四半期の営業利益率は8.3％となりました。これは前年同期比では2.3ポイント低下、
前四半期比では1.6ポイントの上昇となりました。

なお、これまでの発表数値のリファレンスのため、前期（2018年3月期）以前の実績値を
JGAAPにて表示、説明しています。

この後も同様となりますのでご留意ください。
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第2四半期の売上高、営業利益の実績について、8月の第1四半期の決算発表時の業績
予想からの差異についてセグメント別に示したものになります。

売上高においては、機械加工品事業セグメントは概ね想定通りとなりました。電子機器
事業ではエレクトロデバイスを中心に想定を上回りました。一方で、ミツミ事業においては
スマホ用部品の出荷の期ズレにより、想定を下回る結果となりました。

営業利益においては、機械加工品事業セグメントは概ね想定通りとなりましたが、電子
機器事業、ミツミ事業はスマホ用部品の出荷の期ズレの影響により想定を下回りました。
一方で、その他および調整額は若干の改善となりました。

なお、本年9月に発生した北海道胆振東部地震による一過性費用約10億円がミツミセグメ
ントに含まれています。
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次に各セグメントの状況について、まず機械加工品事業セグメントについて説明します。

左側のグラフが四半期ごとの売上高の推移を、右側のグラフは棒グラフが営業利益、
折れ線グラフが営業利益率を表しています。

第2四半期の売上高は、前四半期から9億円増加の482億円となりました。

ボールベアリングの売上高は311億円、前四半期比で2％の増加となりました。ボール
ベアリングの数量ですが、外販数量は月平均で過去最高の2億600万個となり、24四半期
連続で前年同期を上回りました。また生産数量は、8月に過去最高となる3億200万個に
達しました。

ロッドエンド・ファスナーの売上高は91億円となり、前四半期比で2％の増加でした。

ピボットアッセンブリーは80億円となり、前四半期比で2％の増加でした。当社シェアは
80％超を維持しており、安定的に収益に貢献しています。

営業利益ですが、当四半期は125億円、営業利益率は26.0％となり、営業利益額として
過去最高を更新しました。前四半期比では営業利益で7％の増加、営業利益率では
1.2ポイントの上昇となります。

製品別では、ボールベアリング、ロッドエンド・ファスナー、ピボットアッセンブリーのすべて
において前四半期比で増益となりました。
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次に、電子機器事業セグメントについて説明します。

売上高は874億円、前四半期比で5％減となりました。

製品別では、モーターは前四半期から4％増の490億円で、自動車向けを中心に引き続き
堅調に推移しました。エレクトロデバイスは279億円、前四半期から19％の減少となりまし
た。これは主に、主要顧客向けLEDバックライトの新製品への切り替えによるものです。
センシングデバイスの売上高は93億円となり、前四半期比で2％増加しました。

営業利益は40億円、営業利益率は4.6％となりました。前四半期比では営業利益で2.1倍、
営業利益率で2.5ポイント上昇となりました。

製品別では、モーター、エレクトロデバイス、センシングデバイスのすべてにおいて前四半
期比で増益となりました。
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最後にミツミ事業セグメントについて説明します。

売上高は1,006億円、前四半期から36％の増加となりました。機構部品を中心にすべての
製品において増収となっています。

営業利益は75億円、営業利益率は7.4％となりました。このなかには、北海道胆振東部
地震による半導体事業への一過性費用が含まれています。

前四半期比では、営業利益は2.5倍、営業利益率は3.3ポイントの上昇となりました。
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続きまして、棚卸資産の四半期ごとの推移です。

第2四半期末は1,768億円となり、3カ月前と比べると77億円の増加となっています。これは、
主に部品市況を鑑みた戦略的な在庫が増加したもので、第3四半期以降、本格的な 需要
期を迎えることに伴い、適正化していくと見込んでいます。
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このグラフは、有利子負債総額から現預金を差し引いたネット有利子負債の推移を棒グラ
フで、フリーキャッシュフローの金額を折れ線グラフで表しています。

第2四半期末におけるネット有利子負債は628億円となり、2018年3月末から103億円増加
しました。

今期は設備投資が増加するものの、利益の拡大および、棚卸資産の減少によりフリー
キャッシュフローが増加することから、年度末にはネット有利子負債は大幅に減少する
見込みです。

なお、上記はTOBの影響は含めていない数字です。
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これは、今期2019年3月期の業績予想をまとめたものです。

下半期は、機械加工品およびモーターは引き続き堅調な成長が継続し、スマホ向け部品
も3Qからの収益貢献を見込んでいますが、各国の貿易政策、為替動向、地政学的リスク
等、今後の世界経済の動向は不透明な状況にあります。

このような状況の中、現時点で予想可能な範囲で、業績及び直近の状況を踏まえ、当期
利益について業績予想を修正しました。

為替レートは、期初想定から一部修正し、1ドル110円を想定しています。
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こちらは、各事業セグメント別の予想です。
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最後に、サステイナビリティに関するトピックスについて説明します。

当社グループにおいても、持続的な成長を目指し、また社会からの様々な要請にお応えす
るために、ESG、すなわち環境、社会、ガバナンスをはじめとした課題を事業機会の一部と
とらえ、積極的に取り組んでいます。

最近のトピックスを2点ほど紹介させていただきます。

1点目は、当社タイ子会社であるNMBミネベア・タイについて。2工場が「労務管理優秀賞
2018」を受賞しました。これは、当社が世界各地で働きやすい安全な職場環境を継続的に
整備してきた成果のあらわれの一つであると自負しています。

2点目として、ESG情報のより積極的な開示にも取り組んでいます。具体的には、CSR
レポートに加えて、統合報告書を発行しました。

今後も社会的課題の解決に貢献すると同時に、持続的な成長を目指します。
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貝沼でございます。これから事業概況と経営戦略をご説明申し上げます。
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先ほどのご説明の通り、ミツミ事業の千歳工場において北海道地震の影響で約10億円の
一過性の損失が発生しました。

また、LEDバックライトは上半期が赤字という中にも係わらず、全社で約340億の営業利益
を達成することができたことは、いろいろなところで相当の力がついてきたと感じておりま
す。

機械加工品は今期営業利益500億円を目指しておりますが、これは売上高1兆円、営業
利益1,000億円を2021年3月期に達成すると最初に私が申し上げたときの、機械加工品の
ターゲットでした。それが今回2年前倒しで達成見込みとなり、これもすごい勢いで改善が
進んでいるということです。

それからトランプ税制により中国経済への影響が報じられていますが、こちらに記載の
通り、とにかくミネベアミツミのダイバーシティによって、このような危機的な状況があったと
きも非常によく対応ができていると思います。後ほども、その辺りについてご説明申し上げ
ます。
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今回の修正計画は、前回予想をほとんど変更しておりません。

ご案内のとおり、現在様々な領域での先行き不透明感が懸念されていますが、当初から
かなり保守的にこちらの計画を策定しておりますので、今回為替を一部修正させていただ
いて、1ドル110円として今回の業績は達成できるだろうと思っております。
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ボールベアリングは、先月は自動車向けで過去最高の6,000万個を売り上げました。年率に換算し
ますと、約11％の伸びを示しております。また、来期もそれ以上に伸びると報告を受けておりまして、
この背景は水、オイル、エアなど様々なポンプが全て電動化するということで、自動車は電動化が
進めば進むほど、高品質で耐久性のあるボールベアリングが必要になります。このような大きな需
要の盛り上がりに対応できる生産能力を有しているのが私どもだけだということです。また、一部製
品での価格改定につきましても、先月の事例では、おかげさまで2円ほど平均売価が上がっており
ます。

冷却ファンについては、5GやADASなどこれから基地局のインフラ整備がますます進んでいきます
ので、当然冷却ファンが必要となります。これは24時間、365日、決して故障することなく回り続ける
高品質なファンが必要になってくるわけで、そこには非常に耐久性の高いボールベアリングが求め
られます。こちらも、年率で二桁パーセント伸びると予想しています。

また、現在高効率の掃除機が爆発的なブームになってきまして、某有名海外メーカーによる「吸引
力のすごい掃除機」がありますが、これに右に倣えということで、日本だけではなく中国のお客様の
でも高回転のベアリングのご要求が増えてきております。こちらは20％増となっています。

したがいまして、ボールベアリングは総じて全く心配をしていないということで、現在生産と販売の
バランスという意味では生産が少し多くなっていますが、1億円かかっておりましたエア代もようやく
6,000万円まできました。さらに、2,000万円程度まで削減していき、とにかく適正な在庫を持とうと
考えております。

一方で、どうしてもボールベアリングの方にばかり目が行ってしまいますが、実はすばらしいパ
フォーマンスを上げておりますのが、ロッドエンド・ファスナー事業です。既に何度かご説明申し
上げましたが、ミツミ事業でおこなった手法をボールベアリングに当てはめたらどうなのかということ
で、実績として生産性の改善により月当たり3,500万個の増産に成功しました。さらに1,500万個分
の増産投資により、月産2億5,000万個を3億個に引き上げました。これを今度はロッドエンドでやっ
てみようということになりましたが、先月は軽井沢工場も過去最高の出荷となり、着実によくなって
きました。さらにファスナーも完全に黒字化が定着したということで、昨年は今期に約8億円程度の
利益のスイングがあると申し上げましたが、それ以上のスイングがファスナーで期待できておりま
す。

また、C&AとMach Aeroも好調で、米国のロッドエンド関係は非常に順調です。理由の一つとして、
現在ちょうど長期計画の切りかえ時期にあたり、お客様と価格のご相談をしております。したがって、
この傾向はすぐ終わってしまうのではなく、価格を上げた形で長期契約がこれから続きますので、
機械加工品として今期500億円と言っていますが、先月の月次ベースを年換算すると550億円 くら
いのところまで来ています。来期も引き続き、10％の成長が期待できる、というのがこの機械 加工
品の現状です。
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続いてLEDバックライトですが、こちらは月ズレが発生しました。詳細はご案内の通りかと
存じますので、私からのご説明は控えさせていただきます。また、一部スマホを例にとりま
すと、実は今年は去年より部品が少なくなったこともあり、その部分の付加価値がなくなっ
ています。したがって、今期はそのような影響をもともと織り込んでいたため、一部のスマ
ホ動向による業績への影響は限定的だと考えております。

モーター事業につきましては、今期売上は2,000億円に到達する見込みですが、その中で
も特に元気のいいのが車載でして、詳細はグラフに記載の通りです。主機モーターや補助
モーターのレゾルバ等の引き合いがものすごい勢いで来ていることに加え、アクチュエー
ターで非常に引き合いが強くなっています。また、2021年の欧州の自動車の排ガス規制と
いうこともありまして、PMモーター、ブラシレスモーターは、非常に堅調に推移しております。
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ミツミ事業の光デバイスでも期ズレが生じましたが、中国スマホでもスペックアップが続い
ており、こちらの方でも収益を上げているため、損益への影響はある程度打ち消すことが
できるだろうと思っております。ミツミ事業で最近一番力強いのが、アナログ半導体です。
山椒は小粒でもぴりりとからいというか、とにかく巨大なマーケットのアナログ半導体のあ
る一部にフォーカスして、そこでシェアを上げています。現在、世界の75％ほどのハイエン
ドスマホにおいてミツミのアナログ半導体が入っております。機構部品については、想定ど
おりの収益で終わるのではないと考えております。
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先ほど私どもはリスクに対して非常に強いというご説明をしましたが、それは、今回のトラ
ンプ税制によって米国企業によるChina＋1という動きが始まったということです。今まで、
ベアリングなどについては私どもは低価格のものは中国勢に譲っていましたが、米国への
輸出で25％の関税がかかるということで、こういうものへの引き合いも出てきました。また、
これはベアリングだけではなく、ほかの事業においても、今まで何度もカンボジア工場をお
勧めしても関心を持っていただけなかったようなお客様が、急にカンボジアを見たいという
ことで多く来られるようになっています。この状況が続くと、カンボジアへの製造移管をして
くる、または要求されるお客様が増えてくるだろうと思いますので、まさにピンチはチャンス
だと社内では言っております。
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ユーシン様との経営統合に向けた公開買付は、先ほど皆様にお話し申し上げていますの
で、ここでは割愛させて頂きます。



車載3,000億円時代の到来が、私どもの目に入ってきています。今の1,300億円のミネベア
ミツミの車載事業、これにユーシン様の約1,500億円が乗ると2,800億円、これがさらにどん
どん伸びていくわけですから、3,000億円を優に超えてくるだろうと考えております。
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新製品三羽烏の状況です。SALIOTは、おかげさまで本当にすばらしい、様々な引き合い
を頂けるようになりました。それも100台、200台とまとめてくるようになってきていて、こちら
の方は来期、再来期にかなり期待ができるのではないかと思っております。施工例を申し
上げられないところがたくさんございますが、実に様々な開発が進行しておりまして、光の
質も含めまして非常にお客様からのフィードバックが良いと思っております。

ベッドセンサーの方は、リコー様が8月から販売を開始していただいていまして、今のところ
ちょっとまだ苦戦をしております。私どもの商品訴求力が少し足りない部分もございまして、
ここはもう少し改良も加えながら前に進んでいきたいなと思っております。

スマートシティは、カンボジアを中心に5,000本、それから今回また1,500本オーダーをいた
だきましたので、6,500本がすべて課金システムになっております。いろいろなデバイスへ
のコネクティビティに向けた開発が進んでおります。



1兆円、1,000億円の早期達成ということで、この表は以前にもお示ししております。先ほど
のセッションでもご質問を頂きましたが、私としましてはここでM&A戦略の手綱を緩めるよう
なことは全く考えておりません。いつもかなりの時間を費やしてそのような機会をモノにしよ
うと努力していますがが、なにぶん相手もあることであり、または競争相手が出てくることも
あり、それを手中に入れることは難しい部分もあります。それでも、私どもとシナジーがある
ような会社を中心に今後も継続して、とにかく来期は1兆円、1,000億円を達成したいと思っ
ております。
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今回増配ということで、1円ずつ上げさせていただきました。670億円の当期利益という予想
でして、これも過去最高です。昨年と比べて特損部分が随分少なくなっていること、また
実効税率も順調に低く抑えられていることもあり、今回2円増配を決めさせていただきまし
た。

とにかく、来期の1兆円、1,000億円達成へあらゆる手段を尽くしてまいりたいと思っており
ます。私の方からは以上でございます。
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